
２０１８年４月２６日付 メルカド紙 

 

１．成熟したアンゴラの民主主義 

 ２０１７年８月、アンゴラは民主的、平和的、公平、透明性のある総選挙を

実現し、国際社会は選挙プロセスに関するアンゴラ政府の取り組みを称賛しま

した。２０２５年までには、アンゴラが脱中央集権化、汚職撲滅、行政改革に

よる効率化を達成し、この政治モデルが他のアフリカ諸国の見本となることを

願っている。 

 

２．アンゴラの大きな潜在性と日本の協力 

 アンゴラ政府は、石油依存型の経済構造脱却や投資環境整備に向けた取り組

みを実施しており、国際社会もこれを高く評価している。アンゴラ経済の高い

潜在性と日本との良好な関係を考慮すれば、２０２５年には日本のアンゴラで

のプレゼンスは更に高くなっているものと予想される。加えて、アンゴラは２

０２５年までに地雷フリー達成を目標としており、我が国も同目標達成に向け

て協力していく所存。 

 

３．日本とアンゴラの新時代 

 ２０２５年は在アンゴラ日本国大使館の開設２０周年記念の年となり、日ア

ンゴラ関係の新時代を迎えることとなる。今後は、政治・経済分野の二国間関

係強化のみならず、国連を中心とする国際場裏での課題やアンゴラのより積極

的な参加を得てＴＩＣＡＤでも協力関係が深まることが期待される。 

 

４．２０２５年国際博覧会 

 大阪市は、２０２５年国際博覧会の開催地として立候補しており、「いのち

輝く未来社会のデザイン」をテーマとして、私たちが目指す国連の開発目標（Ｓ

ＤＧｓ）を解決した未来社会のビジョンを発信する機会にしたいと考えている。

本年１１月の選挙で開催地が決定されるが、２０２５年に大阪でアンゴラのパ

ビリオンが設置されることを期待している。（了） 



 



 


